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「読書喪失の時代に向き合って」 

図書館長 太田 健児先生 

絶海の孤島に一冊だけ本を携えるとしたら、あなたはどの本を選ぶか？ こんな問いかけに各界の識者たち 

が答える特集が 40 年以上前に某雑誌であった。一番多かったのは辞書である。 

しかし、現在このような問いかけ自体が無効となりつつある。紙媒体の本自体の存在意義、一冊の本を 

完読すること、これらはもはや消滅しつつあるのではないか？ 読書が喪失しかかっているのである。 

学生に同じ質問をしたら「スマホがあれば」と簡単に答えるであろう。一冊の本と格闘しながら完読し、

要旨をまとめて、また次の本へと挑戦するという習慣を今の学生達に求めることはなかなか難しい。一次資

料や様々な文献を漁って、必要な断片を必死で拾い集め、無駄なものまで掻き集め、それらをまた取捨選択

しながら悪戦苦闘して組み立てていく、このようなことをしなくても、キーワードのいくつかを集めて AI に

問いかければ見事な答えが返ってくる。ブログ、ウィキペディア、SNS などはもはや「一冊の本」なのであ

る。それらだって元々は一次資料や文献漁りから始まって組み立てられたはずなのに(SNS は場合によりけり

であるが)。 

稲田豊史『本を読めなくなった人たち』(中公新書ラクレ,2026 年)はここら辺の事情を、痒い所に手が届

くような爽快さで分析している。 

ではこのような状況で、従来の大学図書館のコンセプトや運営をどう変えていくのか？ 各大学にとって

喫緊の課題なのである。 

ちなみに自分が一冊の本を絶海の孤島に携えるとすれば、樫山欽四郎『哲学概説』（講談社,1964）を 

躊躇なく選ぶ。40 年以上前もそう考えていた。 

『預言者』 

教育部門 東 義也先生 

カリール・ジブランの著書というより詩集です。Q&A形式で愛、友情、自由、美、死など私たちの身

近で重要な事柄について語られています。子どもについての思索は、私に多大な影響を与えました。

「あなた達の子はあなた達の子ではない。」初めてこれを読んだとき、私はショックでした。でも、最

後まで読むと納得。皆さんもぜひ声に出して読んでください。 

この詩人は親・保育者は弓、子どもはそこから放たれる生きた矢であると言います。では射手は誰な

のか。親や保育者ではないのか。著者の背景にはキリスト教がありますから射手は神さまですね。アー

チェリーの経験ありますか。矢を真中に射るのは不可能ですね。でも神さまは決して失敗しません。大

切なのはこのお方に自分を委ねること、たわめられる（別の訳ではしなわせられる）自分を全く委ねて

喜ぶことだと教えられました。最後の一行が大きな慰めと平安を与えてくれます。 

 

『預言者』 

カリール・ジブラン 著, 船井幸雄 訳 成甲書房 2009/9 開架【929.76||Gi】 
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「梅だより」のあゆみ 

大学図書館が発行する広報誌「梅だより」

は、今から約 30年前の 1996 年 10月 

（平成 8年 10月）に当時の図書委員会の

広報委員によって誕生しました。 

広報誌の名称「梅だより」は公募に 

よって決定したことが、創刊号の 

「編集後記」からわかります。 

ここでは、100号の中からいくつか 

記事をピックアップして「梅だより」の 

歴史を紹介します。 

1996 年 10月（平成 8 年 10 月）▷ 

「梅だより」創刊号  

創刊号には、図書部長の挨拶、先生方のおすすめ本、 

読書シンポジウムの課題図書紹介、貸し出しベスト、 

設備紹介、編集後記などが掲載されていました。 

 

◁ 2004 年 4月（平成 16 年 2 月） 

「梅だより」14 号 

現在大学図書館ホームページから閲覧ができる 

「梅だより」の中で一番古い号です。 

大学図書館からのおすすめ本、利用案内などが 

掲載されていました。 

△創刊号の編集後記より。手作業で制作して

いたのか、原稿が斜めに傾いています。 
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2009 年 10月（平成 21年 10月）▷ 

「梅だより」28 号  

現在の大学図書館「almo」のオープン記念号です。 

今とは少し異なる館内の案内図が掲載されています。 

「almo」の名称がイタリア語の『生命の糧、肥沃な、 

恵みをもたらす、気高い、神々しい、至高の』という 

意味から名付けられたこともわかります。 

◁ 2011 年 5月（平成 23 年 5 月）  

「梅だより」35 号 

この年の 3月に発生した東日本大震災後に発行された 

最初の号です。この頃の「マイライブラリ」（図書館ホーム

ページの機能）は希望者への登録制でした。 

またこの号が発行された 5月から土曜日の開館が 

再開されました。 

2014 年 1 月（平成 26 年 1 月）▷ 

「梅だより」50 号  

50号では 2013年度の貸出ベストや生活環境学科（現 理工･ 

自然部門）の鳥羽 妙先生のおすすめ本を掲載しています。 

また「としょかん探検隊」というタイトルで 

図書館内の施設を紹介しています。 

△ 50号の「としょかん探検隊」

より 

「梅子の部屋」▷ 
図書館スタッフのコラム記事 

39～44号、51～55号掲載 
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図書館道案内 
Library Mate＆選書ツアー 

選書ツアー 
実際に書店に行って、 

自分の研究分野に関する本を 

選んでみませんか？ 

詳細は近日公開します 

2020 年 1 月（令和 2 年 1 月）▷ 

「梅だより」75 号  

大学図書館「almo」の開館 10周年を記念した特集として、 

図書館で行われた 10周年の記念展示の様子を掲載しました。 

また開館当時の図書館長であった阿留多伎 眞人先生による 

記念講演会が開催されました。75号では当時の 

図書館ホームページにその講演会の様子（現在は閲覧 

不可）を掲載したことを案内しています。 

◁ 2026 年 1月（令和 8 年 1 月）  

 「梅だより」99 号 

直近の号です。先生方のおすすめ本を紹介する「教員推薦図

書」を始めとして、図書館の使い方や施設を案内する「図書館

道案内」、図書館所蔵の図書をテーマごとに特集する 

「テーマ別資料紹介」、図書館に新しく入った「新着図書」を 

掲載しています。 

Library Mate 
「Library Mate」は図書館のＰＲ活動を手伝う 

学生チームです 

本が好き、図書館に興味がある学生さんは 

参加してみませんか？ 

 

△ 大学図書館「almo」 

開館 10周年記念展示の様子 

応募は図書館ホームページの 

「Library Mate」から 

詳しくは図書館までお尋ね下さい 

https://www.shokei.jp/library/mate/ 

 
開催日時や申込方法は 

図書館ホームページや 

各掲示板をご覧下さい 

ここで紹介しきれなかった 

「梅だより」は図書館ホーム 

ページから閲覧できます 

▶https://www.shokei.jp/library/pub/ 
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・『Microsoft 365 Copilot 効率 UP スキル大全』 

田村正一, 西畑祐二 監修著, リンクアップ 著 

技術評論社 2025/2【007.638||Ta】 

・『ストイシズム : 何事にも動じない「無敵の心」のつくり方』  

ウィリアム・B・アーヴァイン 著, 竹内和世 訳  

白揚社 2025/8【131.5||Ir】 

・『平和と繁栄の宿命 : パクス・ローマーナ』 

黒田三佳 著 講談社 2025/8【209.3||Ch||7】 

・『森とかてもの』 

黒田三佳 著 山形会議パブリッシング 2025/5【596.37||Ku】 

・『ストーリーで心を動かすブランディング戦略とデザイン』  

パイインターナショナル編著  

パイインターナショナル 2025/5【674.3||Pi】 

・『古代ギリシャ語の歩き方 : 初級 : 使徒パウロとめぐる

新約聖書の世界 コリント篇』 

浅野淳博, 神田恵菜 著 ヘウレーカ 2025/9【891||As】 

・『給食当番のいちにち』 

大塚菜生 文, イシヤマアズサ 絵 少年写真新聞社  

2025/9【E||Is】 

 

新着図書 利用案内 

■通常開館 9：00－19：30 ■土曜開館 10：00－14：00 ■閉館日    

■短縮開館 9：00－16：00 ■短縮開館 9：30－15：00 ■延長開館 9：00－19：45 

         

開館カレンダー 

◆貸出 

資料と学生証（または登録した IC カードやスマート

フォン）をカウンターへお持ちください 

◆返却 

返却期限日までに資料をカウンターへお持ちください  

学生証（IC カードやスマートフォン）は不要です 

※閉館時は、図書館入口横と１号館エレベーター前に 

設置しているブックポストをご利用ください 

※返却期限を過ぎると貸出停止(有期限)になります 

※学内者は CAMPUS LIFE GUIDE をご参照下さい 

※最新のカレンダー、その他変更の場合は、 

図書館のホームページでお知らせします 

5 月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

 

6 月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

 

■臨時の開館・閉館は、ホームページや掲示板でお知らせいたします 

■  は春季長期貸出の最終返却日です 

4 月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   

 

図書館広報誌 梅だより 第 100 号  2026 年 4 月発行 （年 4 回発行） 

尚絅学院大学図書館  SHOKEI GAKUIN UNIVERSITY LIBRARY 

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘 4 丁目 10-1  

TEL: 022-381-3440 FAX: 022-381-3441 MAIL: library@shokei.ac.jp 

学外者は図書館ホームページを

ご参照ください 

↓図書館ホームページはこちら↓ 

 

 

https://www.shokei.jp/library/ 


